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東武鉄道における自動運転に向けた取組について



ニュースリリース①
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ニュースリリース②
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ニュースリリース③



大師線の概要

総営業キロ：463.3㎞、207駅（205駅・2信号所）〇東武鉄道路線図

大師線
西新井～大師前間
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大師線の概要

路線概要

路線距離 約935m（地平区間約240m、高架化区間約695m）

駅数 2駅（西新井駅、大師前駅）

路線形態 全線単線

踏切 なし

運転保安設備 東武型ATS（多情報変周式）【更新予定】

常用閉そく方式 自動閉そく式 ※1閉そく（2個列車の同時運行はしない）

ホーム上安全対策 ワンマン用ホーム監視装置（3Dセンサ式）【ホームドア整備予定】

運用概要

運行本数 平日110往復、休日109往復（6往復/時間の運転を基本とする）

最高速度 60km/h

使用車両 東武10000系電車（2両編成）【更新予定】

車両運用数 1運用

その他 2003年6月よりワンマン運転実施

6



〇大師線自動運転計画においては以下の3点を念頭に計画の進捗を目指す。

① 安全・安心の自動運転

・安全最優先はもちろんのこと、

お客様に電車が自動で運行されることに対し安心してご利用いただける、

自動運転の実現を目指す。

② システムの信頼性

・信頼性の観点から、実績のある既存機器を中心にシステムを構成する。

③ 当社ならびに鉄道業界における将来の展開性

・大師線のみならず、他線区ならびに他事業者においても展開できるような仕様とし、

鉄道業界の持続的な発展に寄与する。

大師線自動運転計画の経緯・概要
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計画概況・前方障害物検知システム

• 東武大師線（踏切なし）では、CBTC＋ATOを用いたドライバレス自動運
転導入にむけて検討を行っている。

• ホームドア・地上センサを設置し走行路上の安全確保を行う。

• 2026年度に新型車両導入、2028年度以降に走行試験を予定。

大師線自動運転の概況
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【カメラ（ステレオ・単眼）】

• カメラで画像を取得、AIの画像分析により障害物の存在確率を算出

【LiDARセンサ】

• 物体にレーザー光を照射、跳ね返ってきた位置情報を点群データとして取得

⇒画像データと点群データを組合わせることで最終的な検知判定

• 運行時間や天候等の環境の変化に応じた障害物の有無と正確な距離測定
の試験中

【検証試験】

• ２０２２年１１月より、営業線上での検証試験を開始した。

• 今後も検証試験を積み重ね将来的な実装を目指す。

⇒大師線自動運転では検証試験とし、障害物検知は地上センサにて行う。

前方障害物検知システム
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【参考】新造車両のイメージ（「2024年度決算説明資料」より）
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